





























君（後の孝宗〔位一六四九～一六五九〕 ）が、 仁祖二三年（一六四五）に帰国を果たした際、それに随従して朝鮮に東来したとされる九名の明人のことであり、王美承・馮三仕・黄功・鄭先甲・楊福吉・王鳳崗・裵三生・王文祥・柳渓山のことを指す（ 【表１】 ） 。実は王徳一・徳九は、その内 王鳳崗の後孫であった。「九義士」の事蹟については、王徳九が著した『皇朝遺民録』 （ソウル大学校奎章閣韓国学研究院所蔵）に詳しく述べられている。同書の序文には彼ら九名の事蹟が総合的に述べられているので、ひとまずそ 大略を示せば以下 ようである。
王以文（鳳崗）らの九名は、 女真（清）に捉えられたものの、一日として明室のことを忘れることはなかった。彼らは時を同じくして質子として清の瀋陽に滞在していた鳳林大君と気義（正義を守る心）を相感じ、 鳳林大君が朝鮮に帰国する際、一緒に朝鮮にやっ 来た。そ 後 鳳林大君は彼らを自らの潜邸（東宮時代の居所）である於義宮 宮門外に住まわせて厚遇しながら、毎日 ように復讐の事についてとも 議論し
【表１】「九義士」一覧
姓名 身分 本貫 生年 没年 享年
① 王美承 庠生 東昌（山東） 万暦壬寅（1602） ＊永暦己亥（16（9） （8
② 馮三仕 庠生 臨胊（山東） 万暦丁未（1607） 永暦辛亥（1671） 6（
③ 黄功 留守 杭州（浙江） 万暦壬子（1612） ＊永暦丁巳（1677） 66
④ 鄭先甲 進士 瑯琊（山東） 万暦丁巳（1617） 永暦丙寅（1686） 70
⑤ 楊福吉 庠生 通州（河北） 万暦丁巳（1617） 永暦乙卯（167（） （9
⑥ 王鳳崗 庠生 済南（山東） 泰昌庚申（1620） ＊永暦甲戌（1694） 7（
⑦ 裵三生 庠生 大同（山西） 天啓辛酉（1621） 永暦甲子（1684） 64
⑧ 王文祥 庠生 青州（山東） 天啓壬戌（1622） 永暦戊辰（1688） 67

































従来の研究においても、 「九義士」は一定の注目を集め きた。しかし従来の研究では、 基本的に『皇朝遺民録』






























【史料Ａ】 唐人黄功上疏、 請渡海奉使於鄭錦。且献孝廟御筆。又言暁十八般武芸、 願得教習武士。功為人浮誕。尹鑴方為通錦之論、 以功大国人、 必為上所信用、 勧令陳疏。而功実無行意。 （ 『粛宗実録』 巻三、 元年四月己丑）

























【史料Ｂ】御昼講。 〈中略〉 。罷後、 命引見大臣・備局諸宰。許積自袖中、 出黄功疏。上曰、 尽見耶。有可言者、則言之。積曰、
臣請先言功之為人。孝廟贖出率来、舎之本宮之側、給料厚待、渠必為感。但虚談、無実功。
曾言知燔硝、下送忠清道監燔、則帰言、地不好不成。後言、入咸鏡道、則可燔。臣陳達乗馹遣之、令戸曹給毛衣、又為不燔而来。其実渠成婚於金城地、欲乗駅以去。為此欺罔之言。臣等再見誑矣。渠言知四條槍法云。問于柳赫然、則可知 赫然曰、臣嘗欲招試、則毎称病不来、故武士無学得者。 〈後略〉 。 （ 『粛宗実録』巻三、元年四月庚寅。傍線は筆者。以下同じ）






結局、黄功は何らの功績も残すことができておらず それどころか許積や柳赫然に信用のならぬ人物として目されていた。こうした先入観の前では、黄功が「大国人」 （明人）であるということ、さらには「孝宗が清から贖って連 出してきた者」であるということさえも、彼の待遇を左右する決定的な要素 はなり得ず、わずかに孝宗の御筆を献じたことをもって「加資」されたに過ぎか ある。
こうした朝鮮朝廷の朝鮮居住の明人に対する認識や対応のあり方は、 鄭先甲の事例からも間 的に確認できる。





をよくするため、軍職を与えて料（職務のための手当て）を給し、家を買い与えてそこに居住させ、訳官たちを就学させることを要請したことがあったが、粛宗三年三月に至って、金錫冑が「華語（漢語）をよくするからではなく、明人であ ことを貴ぶ」 （史 Ｃ傍線部）という観点から、両名に「衣資」 （衣類の材料となる布）を与えることを要請し、粛宗に容れられている。
鄭先甲はこの約二年後、文可尚とともに、閔鼎重が創設した漢学偶語庁の訓長に抜擢され、朝鮮における漢学



































































































明人の子孫の中で漢人牙兵に該当する者について、 訓錬都監に問い合わせて報告することを命じた （ 『承政院日記』乾隆一六年〔英祖二七年〕三月一九日） 。
漢人牙兵の起源については、同時代史料が見当たらず、確実なところは不明である。ただ、後代の正祖の言に





流民であって、孝宗 彼らの生計を成 立たせるため、 として訓錬都監に属さしめたということは十分にあり得ることであろう。
さて、漢人牙兵の調査を命じた約半年後の英祖二七年一〇月、英祖はかつての孝宗の潜邸である於義宮に行幸
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した。その際、英祖は自らの八寸親族である孝宗に思いを致しながら、「門外の居住者は誰か。皇朝（明）の遺民である。聖祖（孝宗）の〔彼らへの〕 愛恤、 匪風の心 （周 〔＝明〕 を思慕す 心
）1（
（
） 、 追慕の懐 （周 〔＝明〕
を追慕する思い）が益々胸中に迫ってくる。宣恵庁を通じて〔彼らに〕厚く顧恤を加え、予の意を知らしめよ」と命じ、それと同時に、漢人牙兵の中で「解事者」 （事理に明らかな者）四～五人を待機させ ように命じた（以上、 『承政院日記』乾隆一六年〔英祖二七年〕一〇月八日巳時） 。
英祖の命を受けてやって来た漢人牙兵五名に対して、英祖は副承旨








① 馮命福（36 歳） 山東 曽祖三仕
② 楊成建（（6 歳） 西蜀 曽祖福吉
③ 王寿漢（39 歳） 山東 曽祖文祥
④ 楊世興（（6 歳） 西蜀 曽祖福吉























ると、彼は杭州出身の錢塘太守黄功の曽孫であり、黄功が から授けられた いう「手札」が残っているということであった。英祖は黄世中にそれを持ってきたかどうかを尋ねると、原本はかつて従祖（祖父の兄弟）がそれを上達するために上京しようとした際、 その途上で死亡し ため、 行方 分からなくなってしまったが、 「謄書」（写し）は伝わっているので、それを持ってきたという。英祖はそれを展読させると、 「今、聖祖（孝宗）の書を見て汝を用いなければ、 何と非なることであろう。私は孝宗の曽孫でありながら、 黄功の曽孫を用いるこ なっ
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さて、 以上に見たように、 英祖の〈尊明論〉の文脈においては、 明人の子孫であること自体が優遇の対象となっ
たが、なかんずく 於義洞居住の明人の子孫は特 優待を受けた。それでは、なぜ英祖はあえ 、明人の子孫の中でも彼らを特別視した であろうか。
粛宗九年（一六八三） 、宋時烈の建議 よって、宗廟の孝宗の位牌が不遷位とされ、孝宗廟が世室化された。














































ました。最近は貧窮によって、 郷外に移住する もあり、 現在の入居者は百 にもなりません」というものであった。そこで正祖は、 具善復に対して、 「卿が建物を作ってやっ 、 れを廉価で売ってやってはどうか」と提案し、善処を講じるように命じている（以上 『承政院日記』乾隆四七年〔正祖二一年〕正月二一日） 。
この正祖六年の問答における漢人牙兵の言によれば、於義洞居住の明人が当初は八姓であったことが分かる。
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先に見た英祖二七年の漢人牙兵との問答では、その人数が二〇余人であったというから、孝宗に随って朝鮮に東来した明人は、初めは八姓で構成され、その総数は二〇余人であったことになる。そしてその人数は、英祖二七年当時、一五〇人余りに達していたが、正祖六年までの間に百人に満たないまでに減少してしまったことになる。この急激な人口の減少は、於義洞 「唐人村」 消滅を予感させるに充分であり、 「牙兵」という肩書を理由に漢人牙兵の大報壇儀礼への参列を不許可とした正祖にとっても、憂慮すべきことであったと考えられる。そのため、正祖は差し たって、具善復に命じて住居の手当てを急がせた であろうが、その後、正祖は於義洞の「唐人村」を貧窮から救うべく、より根本的な政策を打ち出し いく。
正祖一二年正月一二日、正祖は大報壇儀礼を挙行した後、儀礼に参列した明人の子孫を昌徳宮禁苑の曜金門内
に召し入れ、次のような措置を行った。























甲の曽祖父）の五代孫昌仁、馮三仕の六代孫慶文の内、無故人（過失の無い者）でかつて官職を有していた者は復職させ、無職 者は軍門の哨官に任じよ。その内、 〔王〕願忠について 、該当の軍門を通じて将校として登用せよ」 と命じ、 また合わせて田応揚の七代孫世豊と康世爵の五代孫尚尭を、 兵曹を通じて登用することを命じた。
見られるように、正祖は教書の中で、 「瀋陽随蹕家」として「王・黄・王・鄭・裵・馮」の六姓（東来始祖は王文祥・





















































の明人の子孫に対する優待政策を展開したが、とりわけ清から孝宗に随って朝鮮に東来した明人、すなわち正祖の言う「随龍八姓」の子孫を優待した。そ て「随龍八姓」の面々は、 正祖の治世が終わって一九世紀に入ると、そのまま「九義士」として捉えられるようになっ 。その意味で、 「九義士」の成立は、朝鮮王権が標榜した〈尊明論〉 展開と密接不可分の関係にあったと言わねばならないであろう。
ただ、 ここで注意されるのは、 これまで見てきた限りでは、 朝鮮王権によって「随龍八姓」に見出された属性は、
一、明の高官・貴人 たはその後裔であること、二、孝宗に随って朝鮮に東来したこと、三、孝宗の厚遇を受けたことくらいであって、少なくともそこには、孝宗とともに「復讐の事を議論した」ことは含まれていないという点である。つまり、 「随龍八姓」と「九義士」の両者は同一の九名を指しているも の、各々の属性 間には一定の差異が存したの る。だとすれば、 王権によ 「随龍八姓」の定立は「九義士 成立の前提であっても、彼ら九名が「義士」として捉えられる直接的な契機は別に存した 考えねばならない。それ はその契機とは何であったのであろうか。
周知のように、純祖代（一八〇〇～一八三四）に入ると、安東金氏による世道政治が確立されていき、それに






































れているように思われる。この点についての考察は、今後の課題としたい。註（１）王徳一「大統行廟儀序例」 （ 『朝宗岩誌』 〔ソウル大学
校奎章閣韓国学研究院所蔵〕巻上） 。
（２）粛宗一〇年（一六八四） 、後に「朝宗岩三賢」と称
される許格・李斉杜・白海明の三名が、 「思無邪」 「万折必東」 「再造藩邦」などの崇明反清思想に関わる文字を加平郡の雲嶽山西麓の岩壁に刻み、その前 流れる朝宗川に因んで、それらの刻字された岩を朝宗岩と名付けた（呉瑛燮「衛正斥邪
의
 象徴物









（）王徳九「九義行祀儀礼序」 （ 『朝宗岩誌』巻上）および王俶説「朝宗岩故実年表」 （前掲） 。
（






尊周思想」 （ 『清渓史学』二 城 、一九八五年一二月） 、金世英「朝鮮
 孝宗朝
 北伐論







9）純祖一八年 王徳九によって著された『皇朝遺民録』には、義士然としている王鳳崗ら九名の事蹟が記されているが、 まだ 「九義士」 という語は用いられていない。また、九義行祀の成立から、直ち 「九義士」という語が成立したとは言えないであろう。 「九義士」という語が使われたの 明らかなのは 管見の限り、一九世紀後半に著され 見られる金平黙「九義士伝」 （同著『重菴集』 〔 『韓国文集叢刊』三一九～三二〇、民族文化推進会、 ソウル、 二〇〇三年〕 ） が最初である。ただ、王鳳崗ら九名を〝九名の義士〟として捉える見方は『皇朝遺民録』によってすでに形成されたと見てよく、 従って本稿では、 「 義士」の成立時期を『皇朝遺民録』が著された純祖一八年頃に求めることとする。
（






동아시아』 （유니스토리、 ソウル、 二〇一三年） でも、 朝鮮

における「明遺民」を考察する中で「九義士」を扱っているが、 『皇朝遺民録』ないしは同書を引用した呉慶元『小華外史』 （一八三〇年）を用いて論述 ており、彼らの「義士」としての面貌が如何にして浮き彫りにされたのかと う点については、特に注意が向けられていない。
（
11）英祖が首唱した〈尊明論〉については、拙稿「朝鮮王朝英祖による「華人子孫」創出の背景」 （ 『東洋文化研究』一七、学習院大学東洋文化研究所、二 一五年三月）を参照。
（











































鮮学報』 一〇二、 一九八二年一月） 、 なおかつ 『粛宗実録』の内容が「老論的」色彩の濃いものであった（末松保和「李朝実録考略」 〔同著『青丘 草（第二） 』笠井出版印刷社、一九六六年〕三三六～三三七頁）からであろう。
（
1（）漢学偶語庁 設立については、 『通文館志』に「康熙
壬戌（粛宗八年―引用者） 、老峯閔相国（閔鼎重―引用者）広選四学年少有才者設。以漢人文可尚・鄭先甲為漢語訓長。 〈後略〉 」 （ 『通文館志』巻一、沿革、等第、四学偶語庁一百員）とある。
（







17） 『皇 人事蹟』 （ソウル大学校奎章閣韓国学研究院所蔵）という史料には 一七世紀半ば 明清交替期に朝鮮に東来した、およそ二〇名の明人の事蹟が記載されているが（立項されているのは一七名） 、同書によれば、鄭先甲は吏部左侍郎鄭文謙の曽孫であり 王徳九の『皇朝遺民録』においては、 「進士」 （科挙及第者）の肩書をもって記載されて る。また文可尚は 皇朝人事蹟』によれば、南宋の名臣文天祥（ 二三六～一二八三） 一六代孫であり、仁祖一三 六 五に黄海道殷栗県に漂着した後朝鮮に定住し、 「華語三
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巻」を著して朝鮮朝廷に進呈し、通政大夫（正三品上）の品階を授けられたという（ 『正祖実録』巻五四、 二四年五月辛卯条も参照） 。なお、 皇朝人事績』の作成年代は、同書における年代表記の内で最も新しいものとして、 「当
十七年七月」 （正祖一七年〔一七九三〕七














































































































































































 認識」 （ 『東
洋古典研究』三七 ソウル、 九 一二月）に詳しい。
（
3（）差し当たり『皇朝人事蹟』によれば、英祖三七年から同四〇年の間、英祖は連年にわたり 於義洞居住民に対する 「食物」 「衣資」 「米」 の特別的な支給措置を行っていることが分かる。
（
36）宋時烈によ 孝宗の神室の正室 李迎春 「尤菴
 宋時烈의




























ん清に囚われたが、後に釈放されて朝鮮に定住した。また康世爵は、いわゆるサルフの戦い（一六一九）において父に随って明軍に従軍したが、明軍が後金軍に敗れると、遼陽などの地を転々とした末、朝鮮の咸鏡道に逃れてき 。なお、 『皇朝人事蹟』をはじめとする、朝鮮で作成された田好謙に関する史料では、その祖父の田応揚を兵部尚書とするが、田応揚は『重修広平府志』 （光緒二〇年、一八九四） 拠 ば、雞沢の人で嘉靖三七年（一五八八年）に挙人となり、広昌・忻州・萊州・襄府で地方長官を務めた後 致仕しており 兵部尚書に就任した形跡は見ら ない。田応揚については、中純夫「樗村沈錥における華夷観念と小中華思想」（川原秀城編『朝鮮朝後期の社会と思想』勉誠出版、二〇一五年）一六四頁を参照。
（
44）正祖二四年（一八〇〇）に行われた大報壇儀礼への参列者名簿によれば、 「皇朝人」の子孫および「忠良」の子孫 三九名が参列したことが分かるが、その中には、黄聖才（黄功の子孫） ・王願忠（王文祥の子孫） ・馮道享（馮三仕の子孫） ・黄世周（黄功の子孫） ・王道成（王楫の子孫） ・鄭有哲（鄭文謙の子孫）のほか、楊福吉の子孫として楊天柱の 前が確認できる（ 『日省録』正祖二四年五月一〇日） 。なお、この点については 金文植「조선후기
 敬奉閣에
 대하여」 （ 『書誌
学報』 二八、 ソウル、 二〇〇四年一二月） 一九一～一九三頁を参照。
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（0） 『皇朝遺民録』所収の王以文（鳳崗）伝 は、 是時、宣文王以鳳林大君質於瀋陽、一見而奇之、請以為管下。甲申春、京師不守、帝殉社稷。公日夜號哭、却食者屡
日。及清虜入燕、天下薙髪、公決意東来」とある。また王文祥伝には、 「先時、宣文王為大君、時質於瀋館、聞庠生（王文祥―引用者）之来心 奇之請為管下。及王東還、与楊庠生諸公偕来」とある。
（
















（2） 『皇朝人事蹟』所収の裵三生伝では 裵三生の朝鮮への東来経緯について、 「俘於清時、皇朝人被俘者十数姓同居。謂之明人村。乙酉、孝宗返自瀋館、贖之東来」と記されている。同記事も考え合わせれば、 「九義士」は清の治下 「明人村」 （おそらく瀋陽に存在した）
出身であったとも考えられるであろう。なお、張玉興氏も、 『尊周彙編』所収の裵三生伝を参照しながら、 「贖」による朝鮮への東来経緯は、そ 他の「九義士」にも当てはまると見るべきであると主張している（張玉興「明末清初〝九義士〟述論」 〔前掲〕二三一～二三二頁） 。
（
（3）金平黙が「九義士伝」を著していることからも、衛正斥邪派が「九義士」を積極的に顕彰の対象と たことが分かる。なお、本稿註（
9）を参照のこと。
